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［特集］�
新しい健診制度が始まります�

馬車で巡る並木通り�
馬車に乗って見る景色�

家族みんなで見る景色�

いつもとおんなじはずなのに�

今日はちょっといい気分�
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こ
れ
ま
で
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
実
施
し
て
い
た
基
本

健
康
診
査
を
廃
止
し
、平
成
20
年
度
か
ら
は
、医
療
保
険
者
ご
と
に

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
し
た
新
し
い
健
診
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
で
す
。�

�

　
生
活
習
慣
病
と
は

生
活
習
慣
病
と
は�

�

　
生
活
習
慣
病
と
は
、
食
生
活
・

た
ば
こ
・
飲
酒
・
睡
眠
不
足
、運
動

不
足
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習

慣
が
発
病
に
関
係
し
て
い
る
疾

病
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。悪
性
新

生
物
（
が
ん
）
、
心
疾
患
（
心
臓
病

な
ど
）、脳
血
管
疾
患（
脳
卒
中
な

ど
）、糖
尿
病
な
ど
で
す
。�

　
文
字
通
り
、生
活
を
変
え
る
こ

と
で
予
防
が
可
能
な
病
気
で
す
。�

��

　
飯
田
市
民
の
健
康
状
態
は

飯
田
市
民
の
健
康
状
態
は�

�

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
状
態

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、次
の
よ
う
な

実
態
が
見
え
て
き
ま
し
た
。�

　
64
歳
以
下
で
亡
く
な
る
方
が

多
い
…
平
成
16
年
は
、飯
田
市
で

64
歳
以
下
死
亡
者
数
の
全
死
亡

者
数
に
対
す
る
割
合
は
、
14
・
６

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。（
下
表
）特

に
男
性
に
着
目
す
る
と
20
・
４
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
り
、県
全
体
よ
り

も
高
い
数
値
で
し
た
。し
か
も
こ

の
割
合
は
、
平
成
12
年
の
18
・
３

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
も
悪
化
し
て

い
ま
し
た
。�

　
生
活
習
慣
病
で
亡
く
な
る
方

が
多
い
…
同
じ
く
平
成
16
年
の

調
査
で
は
、64
歳
以
下
死
亡
者
の

原
因
は
、
生
活
習
慣
病
が
59
・
7

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
し

た
。（
下
グ
ラ
フ
）�

　
同
様
に
64
歳
以
下
の
方
で
、介

護
保
険
の
新
規
認
定
を
受
け
た

方
の
51
パ
ー
セ
ン
ト
が
、生
活
習

慣
病
が
原
因
で
し
た
。�

　
つ
ま
り
飯
田
市
民
の
健
康
状

態
は
、生
活
習
慣
病
に
よ
る
64
歳

以
下
の
死
亡
者
が
多
く
、特
に
男

性
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
現
れ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。�

�

　
新
し
い
健
診
制
度
は

新
し
い
健
診
制
度
は�

�

　
来
年
４
月
か
ら
始
ま
る
新
た

な
健
診
制
度
は
、40
歳
〜
74
歳
の

方
を
対
象
に
、生
活
習
慣
病
の
予

防
を
目
的
と
し
た「
特
定
健
診
」

と「
特
定
保
健
指
導
」で
す
。�

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
左
頁
下
図
）に
着
目
し
、そ
の

該
当
者
・
予
備
群
に
該
当
す
る
方

に
、状
態
の
改
善
に
向
け
た
指
導

を
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。健
診

受
診
者
を
、心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
危
険
因
子
の
数
で
グ
ル
ー

プ
に
し
て
、そ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
、必
要
に
応
じ
た
指
導
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。�

※
こ
れ
ま
で
は
、病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
健
診

の
結
果
「
要
指
導
」
に
該
当
し

た
方
に
対
し
て
指
導
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。�

４
月
か
ら 

新
し
い
健
診
制
度
が
始
ま
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保
健
指
導
係
　
内
線
５
５
１
５�
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�������������
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市
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の
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康
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�

�

　
新
し
い
健
診
制
度
は�

�

64歳以下の
死亡数と
全死亡数に占める
割合（平成16年）�

県
全
体
と
比
べ
悪
い
状
態

男

女

計

長野県全体長野県全体

1,937人

900人

2,837人

18.5％

9.6％

14.3％

飯田市飯田市長野県全体 飯田市

114人

35人

149人

7.6％

20.4％

14.6％

生活習慣病
59.7%

64歳以下の
死亡における
生活習慣病
の割合（平成16年）�

悪性新生物 58人（38.9%）

心疾患 15人
（10.0%）

脳血管疾患 11人（7.4%）糖尿病 5人（3.4%）

その他原因 60人
（40.3%）
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�

　
特
定
健
診
な
ど
の
実
施
者

特
定
健
診
な
ど
の
実
施
者�

�
　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
は
、皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
の
保
険
者
に
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。�

　
保
険
者
が
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
対
象
者
を
確
実
に
把
握

し
、よ
り
効
果
的
な
保
健
指
導
を

行
う
こ
と
が
目
的
で
す
。�

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者�

　
飯
田
市
が
健
診
な
ど
を
行
い

ま
す
。�

▼
会
社
に
勤
め
て
い
る
方
と
そ

の
家
族（
被
扶
養
者
）�

　
会
社
が
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
が
健
診
な
ど
を
行
い

ま
す
。�

※
75
歳
以
上
の
方
は
、従
来
ど
お

り
飯
田
市
が
健
診
を
行
う
予

定
で
す
。�

�

　
が
ん
検
診
に
つ
い
て

が
ん
検
診
に
つ
い
て�

�

　
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、４
月

以
降
も
こ
れ
ま
で
同
様
に
、飯
田

市
が
行
い
ま
す
。平
成
20
年
度
の

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、来
年
２

月
中
旬
に
申
込
書
を
嘱
託
員
を

通
じ
て
各
戸
に
配
布
し
ま
す
。�

　
が
ん
に
つ
い
て
は
、早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
有
効
で
す
。
な
お
、

市
で
は
次
の
が
ん
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

▼
胃
・
大
腸
が
ん
検
診�

▼
肺
が
ん
検
診�

○
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
査�

○
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診�

　（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）�

▼
乳
が
ん
検
診�

○
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診�

○
視
触
診
に
よ
る
乳
房
検
診�

▼
子
宮
が
ん
検
診�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

��
　
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う�

�

　
普
段
運
動
を
し
て
い
る
か
ら
、

今
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
大

丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。�

　
ぜ
ひ
、健
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
を

守
る
の
は
、あ
な
た
自
身
で
す
。�

男性85cm、女性90cm以上の腹囲は要注意！�

特定健診などの流れ

特定健診

判定・結果通知

特定保健指導

一般的な診察や血液検査、尿検査に加え、内臓脂肪
の蓄積を調べるための「腹囲の測定」を実施します。
メタボリックシンドロームの進行をチェックする
「血圧」「血糖」「脂質」「肝機能」などを検査します。�

結果に基づき�

生活習慣の改善必要レベルを３段階に分けて�
判定・通知します。�

生活習慣改善の�
必要性が低い�

生活習慣改善の�
必要性が中程度�

生活習慣改善の�
必要性が高い�

生活習慣改善の�
必要性が低い�

生活習慣改善の�
必要性が中程度�

生活習慣改善の�
必要性が高い�

情報提供 動機付け支援 積極的支援情報提供 動機付け支援 積極的支援

※現在検討中の内容も含まれます。�
　正式に決まり次第お知らせします。�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

　「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

最
近
よ
く
見
聞
き
す
る
言
葉
で

す
が
、ち
ょ
っ
と
お
な
か
が
で
て

る
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
？
　
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。�

� 

メ
タ
ボ
は
病
気
の
案
内
者�

�

　「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
＝
内
臓
脂
肪
症
候
群
」
と
は
、

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
、
高
血
糖
、

血
中
脂
質
異
常
、
高
血
圧
な
ど
、

生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
が
２

つ
以
上
重
な
っ
て
い
る
状
態
を

言
い
ま
す
。�

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
っ

て
起
こ
り
、放
っ
て
お
く
と
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
、命
に
関
わ
る

心
臓
病
や
脳
卒
中
を
発
症
す
る

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。�

�� 

内
臓
脂
肪
と
メ
タ
ボ
の
関
係�

�

　
脂
肪
細
胞
は
、単
に
脂
肪
を
蓄

え
る
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な

ホ
ル
モ
ン
を
出
し
、
中
に
は
、
上

昇
し
た
血
糖
値
を
元
に
戻
す
働

き
や
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
働
き

が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
さ

れ
る
＝
お
腹
周
り
が
大
き
く

な
る
と
、
こ
の
ホ
ル
モ
ン
が
減

少
し
、
逆
に
有
害
物
質
の
分
泌

が
増
加
し
て
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
上
げ
た
り
、
血
糖
値
・
血

圧
の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
誘
発
す
る
の
で
す
。�

　
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
、
腹
囲

を
基
準
値
以
下
に
抑
え
る
こ

と
が
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
に
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

メ
タ
ボ
リ
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ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

た
だ「
お
な
か
が
で
て
る
だ
け
」じ
ゃ
な
い
ん
で
す�

放
っ
て
お
け
ば
深
刻
な
事
態
に
・・・�

�

　
特
定
健
診
な
ど
の
実
施
者�

��

�

　
が
ん
検
診
に
つ
い
て�

������������������������
　
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う�

�
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オープニングセレモニー�

領土をかけての真っ向勝負� 飯田西中学校生徒も枝打ちを体験�

　10月28日、南信濃と浜松市水窪境の兵越峠で大勢

の観客が見守るなか３本勝負で行われました。合戦結

果は、信州軍の０勝２敗。昨年に続いて敗れ、領土をさ

らに１メートル押し戻されました。来年に期待します。�

　10月20日～11月11日、美術博物館

で開催。重要文化財に指定されている

菱田春草「王昭君」をはじめ、日本美術

院の画家たちによる歴史画の数々が春

草のふるさと飯田に集まりました。館内

にずらりと並んだ名品の数々からは、そ

れぞれの作品に込められた思いが時を

超えて私たちに語りかけてくるような印

象を受けました。皆さんは、どんな物語に

出会うことができたでしょうか。�

　10月28日、松川入陣ヶ沢地籍で開催。森づくりの

ための基本となる枝打ちを体験しました。参加者の皆

さんは、専門家の指導のもと、足場の悪い斜面に注

意しながら作業に汗を流していました。�

絵画のなかの物語�
市制施行70周年記念特別展�

飯田市育樹祭�

里山を守るために�
峠の国盗り綱引き合戦�

力の限り戦う�

すばらしい作品との出会い�



� 2007.12.1［広報いいだ］�

　10月20日～21日、市制施行70周年

記念事業として、三日市場の県営飯田

野球場で開催。飯田大会には、太陽誘

電、トヨタ自動車、佐川急便、シオノギ製

薬の４チームが参加し、熱戦を繰り広げ

ました。北京オリンピック出場を決めてい

る日本代表の選手も出場し、訪れた観客

はトップレベルの球の速さや選手の機敏

な動きに驚きながら、大きな声援を送って

いました。�

　10月27日・28日、鼎公民館・鼎文化センターで開催。

環境・健康・生活に関する展示・体験コーナーや、飯田の

家庭の味を持ち寄った「食の文化祭」、食育の取り組み

紹介・食事バランスチェックイベントなど、総合的に日々の

暮らしを振り返る機会になりました。�

毎日の暮らしが大切�
生活と環境まつり・食育フェア�

日本女子ソフトボールリーグ飯田大会�

迫力ある攻撃・華麗な守備�

飯田女子高ソフトボール部員による始球式�

楽しみながらエネルギーについて学ぶ�

本塁上でのクロスプレー�

小野子にんじん作りの取り組み／「あなたが主役・食育自慢」から�
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難
聴
に
は
、
感
音
難
聴
（
聴
神

経
や
内
耳
な
ど
の
機
能
低
下
）、

伝
音
難
聴
（
中
耳
や
外
耳
の
異

常
に
よ
る
も
の
）、
混
合
難
聴

（
感
音
難
聴
と
伝
音
難
聴
が
合
わ

さ
っ
た
も
の
）
が
あ
り
ま
す
。�

感
音
難
聴
に
は
、
年
を
と
っ

て
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
老
人
性

難
聴
、
原
因
不
明
で
突
然
聞
こ

え
が
悪
く
な
る
突
発
性
難
聴
、

大
き
い
音
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
騒
音
性
難
聴
や
音
響

外
傷
、
耳
へ
の
衝
撃
で
お
こ
る

外
リ
ン
パ
瘻
、
薬
剤
の
副
作
用

で
お
こ
る
中
毒
性
難
聴
、
お
た

ふ
く
風
邪
な
ど
に
罹
患
後
の
ウ

イ
ル
ス
性
難
聴
、
遺
伝
に
よ
っ

て
お
こ
る
遺
伝
性
難
聴
、
聴
神

経
腫
瘍
と
い
う
脳
腫
瘍
に
よ
る

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。�

今
回
は
突
発
性
難
聴
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。�

突
発
性
難
聴
と
は
、
突
然
の

難
聴
（
あ
る
時
急
に
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
、
朝
起
き
た
ら
耳
が

聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
た
な
ど
）

で
、
耳
鳴
り
・
め
ま
い
を
伴
う
こ

と
も
あ
り
、
原
因
が
不
明
ま
た

は
不
確
実
な
も
の
で
す
。
内
耳

の
血
流
障
害
説
や
ウ
イ
ル
ス
感

染
説
が
原
因
と
し
て
有
力
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
耳
鳴
り
は
約

9
割
、
め
ま
い
は
約
3
割
に
伴

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
は

30
〜
65
歳
こ
ろ
に
多
い
よ
う
で

す
。�発病

か
ら
2
週
間
以
内
（
で

き
れ
ば
1
週
間
以
内
）
の
早
期

治
療
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
治
療
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

（
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
）
を
1
〜

2
週
間
投
与
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
は
、
循
環
改
善
剤
、
ビ
タ
ミ

ン
剤
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
が

多
く
、
高
気
圧
酸
素
療
法
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

回
復
の
見
込
み
は
、
治
療
開

始
時
期
が
早
い
も
の
ほ
ど
良
好

で
、
聴
力
低
下
が
軽
度
の
も
の

ほ
ど
良
好
で
す
。
ま
た
、
低
音
部

の
方
が
高
音
部
よ
り
回
復
が
良

く
、
め
ま
い
を
伴
う
も
の
は
、
や

や
治
り
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
30
歳
く
ら
い
ま
で
は
回
復

が
良
好
で
す
が
、
60
歳
を
過
ぎ

る
と
回
復
不
良
の
傾
向
が
あ
り

ま
す
。�

突
然
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
早
期

に
近
く
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。�

市立病院　耳鼻咽喉科�
塚本  耕 二  医師�

突
発
性
難
聴
に
つ
い
て�

飯田市立病院�
〒395-8502 飯田市八幡町438�
TEL.0265-21-1255

飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗
�

そ
の
３６
�

う
ね
り
を
起
こ
す
熱
意
を
感
じ
た
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト�

 

11
月
14
日
に
飯
田
市
で

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
サ
ミ
ッ
ト

は
、
年
に
一
度
、
三
遠
南
信

地
域
の
行
政
、
議
会
、
経
済

界
、
N
P
O
な
ど
住
民
の
皆

さ
ん
が
一
堂
に
会
す
る
貴
重

な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

と
り
わ
け
本
年
は
「
三
遠
南

信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
が

公
表
さ
れ
、
そ
の
全
体
方
針

が
合
意
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

大
変
意
義
深
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。�

当
日
の
全
体
会
・
分
科
会

で
は
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
三
遠
南
信
に
寄
せ

る
思
い
に
は
共
通
し
た
も
の

が
あ
り
、
会
場
で
感
じ
た
熱

意
は
、
全
国
初
の
試
み
と
な

る
県
境
を
越
え
た
総
合
的
な

地
域
連
携
政
策
の
推
進
と
い

う
今
後
の
大
き
な
う
ね
り
を

十
分
予
感
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。�ま

た
交
流
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
合
唱
劇
「
カ

ネ
ト
」
の
感
動
の
再
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
飯

田
線
全
通
に
向
け
て
天
龍
峡

〜
門
島
（
か
ど
し
ま
）
間
の

難
工
事
に
挑
ん
だ
ア
イ
ヌ
の

測
量
士
カ
ネ
ト
氏
の
不
屈
の

思
い
は
、
時
を
越
え
て
三
遠

南
信
自
動
車
道
全
通
を
視
野

に
入
れ
た
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
に

受
け
継
が
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。�

交
流
か
ら
協
創
へ
。
三
遠

南
信
サ
ミ
ッ
ト
は
15
年
の
積

み
重
ね
を
経
て
、
遠
方
か
ら

来
た
友
と
楽
し
く
語
り
合
う

段
階
か
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
し
協
働
し
て
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
段
階
に
大
き
く
踏

み
出
し
ま
し
た
。�

か
ん
お
ん
�

で
ん
お
ん
�

り
か
ん
�

が
い
�

ろ
う
�
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毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�

2. 感動したこと�

3. 今がんばっていること�

4. まちづくりへの提言�

以上の項目から選んで�

語っていただき、�

次の方にバトンタッチする�

「リレートーク」です。�

次はあなたの番かも…�

新しい車をつくりたい�

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言�

　僕の将来の夢は、車を開発する人になるこ

とです。それは、僕は車が好きだからです。�

　今、地球温暖化が進んでいます。そこで僕は、

新しく環境にいいエンジンを造って、温暖化

が進まないようにしたいです。�

　また、石油なども現在減っています。石油

を使わず、環境にいいエンジンを造りたいです。�

　そのために、今から車のことやエンジンのことなどをたくさ

ん知り、新しいエンジンを造れるようになりたいです。�

小川路峠�
ひさかた公園を�

　「がんこ会」は、お酒の楽しみを盛
り込みながら、手弁当でできる範囲で
行政と個人との隙間を手伝う奉仕活動
グループとして平成4年に発足しまし
た。名前のとおりメンバー8人それぞ
れが個性豊かながんこ者ばかりです。�
　目標として、特に小川路峠の「一番
観音」の周辺を整備して公園化し、地
元をはじめ外部からも多くの方が訪れ
てくれる地域づくりを考えています。�
　不動尊の草刈りを行ったことで、街
道から社殿を間近に見られるようにな

りました。その後、会員負担で清水の
整備を行い、一番観音にも清水を汲め
る施設を設置しました。�
　子どもたちとの交流として、鳥の巣
箱をかけたり、アジサイやモミジの植
栽をしたり、沢にわさび田を作ったり
するなどの活動を行っています。�
　平成18年には、ムトス飯田まちづ
くり支援事業として「学舎の館」を完
成させました。今後は、小川路峠を中
心とした歴史の探究を行い、子どもた
ちと一緒に楽しめる野外学習活動の場
としてこの館を利用し、私たち会員も
これまで以上に積極的に活動していき
たいと思います。�

越久保がんこ会�

会長　伊藤　強 さん�

くろ�さわ�こう�すけ�

黒澤洸亮 さん�
（追手町小６年）�

先月の松沢 徹 さん（鼎）からのリレー�

とう�い� つよし�

ま
き�

さ
か�

か�

な�

こ�

　
3
歳
の
女
の
子
と
1
歳
に
な
る
男
の
子

の
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
子
育
て
は
大
変
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

家
族
や
ま
わ
り
の
方
々
に
支
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
は
可
愛
く

て
、
日
々
成
長
や
そ
の
言
動
に
癒
さ
れ
る

毎
日
で
す
。
�

　
子
ど
も
が
で
き
て
か
ら
は
、
妊
婦
さ
ん

や
他
の
子
ど
も
た
ち
に
優
し
く
し
た
い
と

思
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ

た
時
の
た
め
に
環
境
に
つ
い
て
小
さ
な
事

で
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
り
。
�

　
�

　
飯
田
市
で
も
、
子
育
て
支
援
や
環
境
問

題
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

私
た
ち
母
親
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

坂
巻
加
奈
子
さ
ん（
三
穂
）�
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税目�

納期�

12月の納税

固定資産税（3期）�
国民健康保険税(12月分)

12月26日(水)

今月は納期が通常より�
早いのでご注意ください�

成
人
式
は�

１
月
　
日
　
開
催�

除
雪
作
業
へ
の�

ご
協
力
の
お
願
い�

����

▼
対
象�

　
昭
和
６２
年
４
月
２
日
〜
６３
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内

　
の
小
・
中
学
校
い
ず
れ
か
を

　
卒
業
さ
れ
た
方
と
現
在
市
内

　
在
住
の
方�

▼
場
所
な
ど�

　
左
表
の
と
お
り�

▼
案
内�

　
１２
月
上
旬
に
各
地
区
公
民
館

　
か
ら
該
当
者
の
皆
さ
ん
に
成

　
人
式
の
開
催
案
内
を
お
送
り�

　
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、

　
同
封
の
出
欠
は
が
き
に
て
該

　
当
地
区
の
公
民
館
に
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。�

※
案
内
の
あ
っ
た
公
民
館
の
成

　
人
式
へ
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
地
区
公
民
館
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
市
公
民
館
　�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　iccc01@
city.iida.nagano.jp�

���

　
道
路
の
除
雪
作
業
を
迅
速
に

行
う
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
早
朝
か
ら
の
除
雪
の

場
合
、
作
業
音
な
ど
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。�

※
冬
期
の
道
路
は
、
積
雪
や
凍

　
結
で
と
て
も
危
険
で
す
。
慎

　
重
に
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を�

○
住
宅
周
辺
は
各
家
庭
で
、
歩

　
道
・
生
活
道
路
は
使
っ
て
い

　
る
皆
さ
ん
で
除
雪
を
お
願
い

　
し
ま
す
。�

○
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま�

　
す
の
で
路
上
駐
車
は
止
め
ま

　
し
ょ
う
。�

○
危
険
で
す
の
で
、
除
雪
車
に

　
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

○
道
路
の
除
雪
作
業
に
よ
り
住

　
宅
の
出
入
り
口
を
ふ
さ
い
で

　
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

　
そ
の
場
合
は
、
個
人
で
の
除

　
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。�

○
道
路
沿
い
に
あ
る
、
雪
の
重

　
み
で
倒
れ
そ
う
な
樹
木
、
竹

　
な
ど
は
、
所
有
者
の
方
が
処

　
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
除
雪
時
の
注
意�

○
交
通
の
障
害
、
側
溝
の
つ
ま

　
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の�

　
で
、道
路
や
側
溝
に
雪
を
出

　
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

　
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
土
木
課
　
維
持
係�

　
内
線
２
７
２
５�

�

�����������

▼
期
日
　
来
年
１
月
１３
日
a�

　
よ
り
多
く
の
成
人
の
皆
さ
ん

　
が
参
加
で
き
る
よ
う
「
成
人

　
の
日
」
前
日
の
日
曜
日
に
開

　
催
し
ま
す
。�

�

１３�
橋北�

橋南�

東野�

羽場�

丸山�

座光寺�

上郷�

松尾�

下久堅�

上久堅�

千代�

龍江�

竜丘�

川路�

三穂�

山本�

伊賀良�

鼎�

上村�

地区名�
（公民館）�電話番号�

24-0310

24-0327

24-9144

23-9749

23-5872

22-1401

24-7744

22-0091

29-8001

29-7001

59-2003

27-3004

26-9303

27-2001

27-2032

25-2001

25-7311

22-1284

0260-36-2211

開催単位�

松尾地区�

下久堅地区�

上久堅地区�

千代地区�

龍江地区�

竜丘地区�

川路地区�

三穂地区�

山本地区�

伊賀良地区�

鼎地区�

上村地区�

合同開催�

合同開催�

合同開催�

受付時刻�

12:30

12:30

12:00

12:30

11:30

13:30

12:30

12:30

13:00

13:30

12:15

10:30

12:30

13:30

13:30

式典会場�

松尾公民館�

飯田観光ホテルよし乃亭�

上久堅公民館�

千代公民館�

龍江公民館�

竜丘公民館�

川路公民館�

三穂公民館�

山本公民館�

伊賀良公民館�

鼎文化センター�

上村コミュニティセンター�

飯田人形劇場�
（飯田文化会館）�

飯田市公民館�

羽場公民館�
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■問い合わせ　飯田市立病院　10265（21）1255

飯田・下伊那地域の医療機関では、平成18年度の１年間に約
1,600件の出産を取り扱ってまいりました。しかし、来年４月以降、
産婦人科医師の減員が見込まれ、当地域で取り扱うことのできる
出産件数を年間1,300件程度と大幅に減少せざるをえない状況に
なりました。�
つきましては、産婦人科医師を増員できるまでの間、飯田市立病
院で取り扱う出産について一部制限させていただきます。�

○市立病院では、飯田・下伊那地域に住所のある方の出産を優先
するため、里帰り出産と他地域に住所がある方の出産について
は、予約枠に余裕がないかぎり原則としてお断りします。�

○市立病院で出産を希望される方は、妊娠初診を市立病院の連携
産科医療機関でお受けになり、紹介状を書いていただいた後に、
できるだけ早目に来院されて出産の予約をお取りください。予
約の時期が遅くなりますと予約をお受けできない場合が生じ
ます。ただし、連携産科医療機関からの紹介状を有するハイリ
スク妊娠はできるかぎり受け入れます。�

○飯田・下伊那地域の出産に関するご相談や情報提供については、
市立病院でお受けいたします。�

このような事態に至ったことを受け、改めて国や県に対して打
開策の要請、信州大学に対して一層の支援をお願いするほか、あら
ゆるネットワークを使って医師の確保を図りたいと思います。当
地域の産婦人科医療を守るため最大限の取り組みをしてまいりま
すので、非常に厳しい現状をご理解いただきご協力をお願いします。�
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検索�

国税電子申告・納税システム「ｅ-Ｔａｘ」は、あらかじめ開始届出書を提出
して登録すれば、インターネットで国税に関する申告や納税、申請・届出など
の手続きができるシステムです。�
平成19年分から個人の方は、電子申告により所得税の確定申告書を提出す
るときに、本人の電子署名及び電子証明書を併せて送信すると、所得税額か
ら5,000円（平成19年分または平成20年分のいずれか1回）が控除されます（そ
の年分の所得税額を限度）。また、医療費の領収証や給与所得の源泉徴収票な
どの書類添付を省略できます。ぜひご利用ください。�

市役所市民課で電子証明書を取得する
※りんご庁舎市民証明コーナー、各自治振興センターでは、
発行できません。発行までに数日かかることがあります

■問い合わせ�
電子申告などについて　　飯田税務署　10265（22）1165�
　　　　　　　　　　　　市役所税務課市民税係　内線5161�
電子証明書取得について　市役所市民課　内線5423

電子証明書についての注意事項�

○確定申告直前は窓口が混み合います。
住基カードと電子証明書の取得手続
きは、お早めにお願いします。�

※電子証明書の取得には住基カードが
必要です。（本人が窓口申請してくだ
さい）�

○窓口申請には、運転免許証、パスポー
トなど顔写真付き身分証明書と発行
手数料（電子証明書500円、住基カード
500円）が必要です。�

○「ｅ-Ｔａｘ」を利用する際には、市販
のＩＣカードリーダライタが必要です。�

イメージキャラクター�
イータ君�

開始届出書を税務署に提出する
※インターネットを利用したオンライン提出ができます

税務署から利用者識別番号および暗証番号の記
載された通知書などが送付されます

ｅ-Ｔａｘソフトをインストールして、通知書に
記載された期限までに、暗証番号の変更および電
子証明書などの登録をする

▼利用開始手続きの流れ

１

２

３

４

イ ー タ ッ ク ス �

イータックス�

※詳しくは「ｅ-Ｔａｘ」ホームページ
をご覧ください。�

www.e-tax.nta.go.jp

申
告
用
国
保
税
納
付
額�

の
お
知
ら
せ�

りんご庁舎市民証明コーナーでは�
平　日　午前 8 時30分～午後 7 時�
土曜日　午前10時30分～午後 7 時�

各種証明の発行をしています�

市民証明コーナーなら、�
りんご庁舎２階�
本町１丁目再開発ビル本町１丁目再開発ビル�

お仕事の帰りに�
住民票をとることができます。�

りんご庁舎２階�
本町１丁目再開発ビル�

お仕事の帰りに�
住民票をとることができます。�

市民証明コーナーなら、�

���
　
市
で
は
、
確
定
申
告
な
ど
の

た
め
の
国
民
健
康
保
険
税
納
付

額
を
、来
年
１
月
中
旬
に
、は
が

き
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

※
８
月
に
今
年
度
の
国
民
健
康

　
保
険
税
納
税
通
知
書
（
来
年

　
３
月
納
付
分
ま
で
）
を
一
括

　
し
て
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
１２
月
に
は
納
税
通

　
知
書
を
お
送
り
し
ま
せ
ん
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
国
保
係�

　
内
線
５
４
４
１�

�
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■問い合わせ�
　観光課　10265（22）4851

遠山郷の各神社では、国の重要
無形民俗文化財に指定されてい
る「遠山の霜月祭」が12月初めか
ら行われます。�

※詳細はお問い合わせください。�

平成19年日程表
月・日

11

10
2

1

1

12/1

曜日 神社 地区

中立 稲荷神社 南信濃

上島 白山神社 南信濃

中郷 正八幡宮 上村

小道木 熊野神社 南信濃
木沢 正八幡神社 南信濃

土

土

土

日
月

火 上町 正八幡宮 上村

月・日

23
15

14

13

12/13

曜日 神社 地区

和田 諏訪神社 南信濃

下栗 拾五社大明神 上村

程野 正八幡宮 上村

尾野島 正八幡神社 南信濃

木

木

金

土
祝 大町 遠山天満宮 南信濃

■問い合わせ　　税務課　資産税家屋係　内線5178

▼平成20年度分の申告書の発送　　12月上旬（予定）�

▼平成20年度分の申告期限　　　　来年1月31日（木）�

※申告方法、申告対象資産など、詳細はお問い合わせください。�

固定資産税では、土地や家屋のほかに、償却資産（事業用資産）も課税の
対象となります。償却資産を所有している方は、法令により毎年1月1日
現在に所有する償却資産を申告する義務があります。�
会社だけでなく個人事業者も申告する必要があります。�
※申告しても税金がかからない場合や、資産の異動がない場合でも、申告
しなければなりません。�

○償却資産とは�

会社や個人で工場や商店等の経営、農業、アパート
や駐車場の不動産賃貸経営等の事業などを行ってい
る方が、その事業のために用いることのできる構築物、
機械、車両、器具、備品等の事業用有形資産で、減価償
却されるべきものです。�
※固定資産税の対象となる家屋、自動車税、軽自動車
税の対象となるものを除く。�

（償却資産の例）�
�
�
�
�
�
　　駐車場設備　　フォークリフト�
�
�
�
�
　 ビニールハウス　　レジスター�
�
パソコン、コピー機、ルームエアコン、
果樹棚、柿むき機、看板、外構、外灯
など�

▼申告について�

事業所の開設届や申告・調査等により、事業を行なって
いる方を対象に、償却資産の申告書をお送りします。申告
書が届きましたら、速やかに申告してください。�

※書き方は、申告書に同封する「申告書の手引き」をご覧くだ
さい。�
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三
市
合
同
企
画
第
六
十
一
回�

■問い合わせ�
田原市観光協会　10531（23）3516

▼場所�
伊良湖神社�
（田原市日出町骨山）�
▼交通�
国道259号線「伊良湖神社北」
交差点を南へ�

▼場所�
伊良湖神社�
（田原市日出町骨山）�
▼交通�
国道259号線「伊良湖神社北」
交差点を南へ�

火の粉をあびて、一年の平安を
祈ります�

毎
年
、大
晦
日
か
ら
元
旦
の
早
朝

に
か
け
て
伊
良
湖
神
社
で
行
わ
れ

る
「
ご
せ
ん
だ
ら
祭
り
」
。
伊
勢
・
三

河
の
海
を
駆
け
回
っ
て
い
た
海
洋

民
族
の
豊
漁
・
無
病
息
災
祈
願
の
儀

式
が
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
伝
統
の
火

祭
り
で
す
。�

祭
り
は
大
晦
日
の
夕
方
に
、は
っ

ぴ
・
は
ち
ま
き
姿
で
町
内
を
練
り
歩

く
子
ど
も
た
ち
の
「
ヨ
イ
ヤ
サ
」
の

か
け
声
で
幕
を
開
け
ま
す
。そ
の
声

に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
伊
良
湖
神
社
に
人
々
が
集
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
新
年
ま
で
あ
と
わ
ず
か
に
迫
る

こ
ろ
、火
祭
り
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。�

数
々
の
神
事
の
あ
と
、
境
内
に
組
ま
れ
た
た
き

木
の
山
に
御
神
火
（
ご
し
ん
び
）
が
移
さ
れ
る
と
、

見
る
見
る
う
ち
に
燃
え
上
が
り
ま
す
。
訪
れ
た
参

拝
客
や
見
学
客
は
そ
の
炎
を
囲
み
、
飛
び
散
る
火

の
粉
を
あ
び
て
身
を
清
め
１
年
の
平
安
を
祈
り
ま

す
。こ
の
豪
快
な
火
祭
り
を
見
学
し
な
が
ら
、一
年

の
息
災
を
祈
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

12
月
31
日
（月）
〜
１
月
１
日
（祝）
�大たいまつで境内に運ばれる御神火�大たいまつで境内に運ばれる御神火�

動物園の�
休園日�

■問い合わせ 動物園�
　10265（22）0416

12月 3 日b◆10日b   
◆17日b◆25日c
◆29日g◆30日a
◆31日b　　　　�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

お
正
月
の
生
け
花�

農
業
委
員
会
委
員�

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請�

玉
造
部
の
会�

た
ま
つ
く
り
べ�

���
　
農
業
委
員
会
で
は
、
委
員
選

挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
書
の
受

付
を
し
て
い
ま
す
。�

▼
申
請
書
を
提
出
で
き
る
方�

　
来
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に

　
在
住
し
、
来
年
３
月
３１
日
現

　
在
で
満
２０
歳
以
上
の
方
で
、

　
耕
作
面
積
が
１
、０
０
０
平

　
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
方
、
ま

　
た
は
そ
の
方
と
同
居
の
親
族

　
で
年
間
６０
日
以
上
耕
作
に
従

　
事
し
て
い
る
方�

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

　
は
事
前
に
通
知
し
て
い
ま
す

　
が
、
通
知
が
届
い
て
い
な
い

　
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
提
出
期
限
　
１２
月
２０
日
e�

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ�

　
農
業
委
員
会
事
務
局�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９�

�������

　
自
分
で
生
け
た
花
を
飾
り
、

お
正
月
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
お
お

　
む
ね
３５
歳
ま
で
の
方�

▼
日
時
　
１２
月
２６
日
d�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

▼
講
師
　
小
松
久
美
子
さ
ん�

　（
華
道
家
元
池
坊
教
授
）�

▼
費
用
　
１
、５
０
０
円�

▼
定
員
　
１６
人
（
先
着
）�

▼
持
ち
物
　
木
ば
さ
み
、
剣
山�

▼
申
込
受
付
開
始�

　
１２
月
３
日
b
か
ら�

▼
受
付
時
間�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時�

　（
日
曜
日
・
祝
日
は
午
後
５

　
時
ま
で
受
付
）�

▼
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
窓
口
に

　
受
講
料
を
持
参
し
て
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
申

　
し
込
み
の
予
約
が
で
き
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

���

　
軟
ら
か
く
て
加
工
し
や
す
い

石
で
勾
玉
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
　�

▼
日
時
　
１２
月
１６
日
a�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館
　�

▼
費
用�

○
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円�

○
高
校
生
以
上
　
４
０
０
円�

　（
材
料
費
・
入
館
料
な
ど
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選�

▼
申
込
方
法�

　
住
所
、氏
名
、年
齢（
学
年
・

　
学
校
）、電
話
番
号
を
明
記
の

　
上
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ

　
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
　�

▼
申
込
締
切
　
１２
月
１１
日
c�

　（
郵
送
の
場
合
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３�

　
飯
田
市
上
郷
別
府�

　
２
４
２
８
―
１�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　kouko@
iida-m

useum
.org
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年金記録相談会�

相談日� 相談時間� 場所�

12月11日（火）�
9:30～11:30

13:30～16:00

12月18日（火）�
9:30～11:30

13:30～16:00

1月16日（水）�
9:30～11:30

13:30～16:00

1月23日（水）�
9:30～11:30

13:30～16:00

2月6日（水）� 9:30～11:30

千代自治振興センター�

龍江自治振興センター�

上久堅自治振興センター�

下久堅自治振興センター�

三穂自治振興センター�

山本自治振興センター�

川路自治振興センター�

竜丘自治振興センター�

座光寺自治振興センター�

おさらい教室�
学　年� 時間� 科目� 料金�

小学3年生�

小学1年生�
9:30～11:30 国語�

算数� 4,500円�

小学6年生�

小学4年生�
11:50～13:50 国語�

算数� 4,500円�

中学生� 14:00～17:00
国語�
数学�
英語�

6,500円�

〜
�

〜
�

交通事故発生状況�
（10月31日現在）�

件数・・       ・521件（－1）�

死者・・・       ・・　6人（＋5）�

傷者・・       ・642人（－27）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

法
務
局�

な
ん
で
も
相
談
所�
冬
休
み
お
さ
ら
い
教
室�

年
金
記
録
相
談
会�

���
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、長
期
休
み
中
の
家
庭
学
習

の
お
手
伝
い
と
し
て
教
室
を
開

き
ま
す
。�

　
少
人
数
制
で
、
復
習
に
重
点

を
置
い
て
学
習
を
し
ま
す
。�

▼
対
象
　
小
・
中
学
生�

▼
期
間
　
来
年
１
月
４
日
f
〜�

　
７
日
b
、１２
日
g
・
１３
日
a�

▼
場
所�

　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ�

　（
上
郷
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
隣
）�

▼
指
導
者�

　
教
職
を
退
い
た
、
経
験
豊
富

　
な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
の
会
員�

▼
定
員�

　
各
学
年
１
ク
ラ
ス
８
人
程
度�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
１２
月
２
日
a
〜
１４
日
f�

▼
申
込
方
法�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、

　
費
用
を
添
え
て
次
の
場
所
に

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

　
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分
）�

○
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ�

　（
１２
月
２
日
a
の
午
前
１０
時

　
〜
正
午
）�

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

　
ま
せ
ん
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
飯
田
広
域
シ

　
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　（
鼎
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
６
９
０�

�

�������

　
年
金
記
録
に
つ
い
て
、
飯
田

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が�

ご
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
・
場
所�

　
左
表
の
と
お
り�
�

▼
持
ち
物�

○
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
（
受

　
給
者
の
み
）�

○
印
鑑�

※
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合

　
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
詳

　
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

○
市
民
課
　
戸
籍
年
金
係�

　
内
線
５
４
２
８�

○
飯
田
社
会
保
険
事
務
所�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１�

�

���

　
登
記
、供
託
、戸
籍
、人
権
に

つ
い
て
、
法
務
局
職
員
が
ご
相

談
を
受
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。�

▼
日
時
　
来
年
１
月
２７
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

※
受
付
は
午
後
２
時
３０
分
ま
で�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
相
談
内
容�

○
登
記�

　
登
記
事
項
証
明
書
の
見
方
、

　
相
続
登
記
・
会
社
登
記
な
ど

　
登
記
手
続
き
に
つ
い
て�

○
供
託�

　
地
主
な
ど
が
地
代
を
受
け
取

　
ら
な
い
と
き
な
ど
供
託
手
続

　
き
に
つ
い
て�

○
戸
籍�

　
戸
籍
の
見
方
、
戸
籍
の
届
出

　
手
続
き
に
つ
い
て�

○
人
権�

　
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
人
権
に

　
関
す
る
こ
と
つ
い
て�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
長
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16・17ページに続く�

■問い合わせ　人事課  内線3132

●特殊勤務手当（19年4月の支給実績 地方公務員給与実態調査より）�
職員手当の状況（19年4月1日現在の制度）�

※市では15年度、19年度に特殊勤務手当の精査を行い8手当を廃止しています。（19年7月1日現在18手当）�

●期末・勤勉手当の支給率�

●その他の諸手当など�
給料の調整額（病院勤務職員に支給）、単身赴任、時間外
勤務、休日勤務、夜間勤務、宿日直、管理職員特別勤務、管
理職、災害派遣�

特別職の報酬等の状況（19年4月1日現在）�

※14年度から特別職の報酬等の一律削減を実施して
います。現在の削減率は、理事者5％、議員3％です。�

一般行政職員（職責別）の年間平均給与額（18年度）�

○職員は18年4月現在の一般行政職員であり、18年度中に退職・休職・育児休業した職員、年度中途採用の職員を除
いています。�
○年収額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。�

（参考）19年4月現在の基本給平均額の県内19市との比較では、飯田市は部長級で13番目（19市中）、課長級で14番目（同）、係長
　　　級で3番目（同）、役職なし主事で4番目（同）となっています。�

一般行政職� 101/656人�

医師� 67/67

看護職・保健師� 207/319

医療技術職� 22/96

保育士・介護員� 41/183

調理員・指導員� 25/62

教諭・研究員� 0/16

職種� 支給職員/職員数�

0.2万円�

48.6

2.0

0.6

1.6

0.4

0

支給職員1人�
あたり平均月額�

税の賦課や徴収、用地交渉、給水停止処分などを行った職員に1日につき定額を支給�

医療業務に従事する医師に勤務した実績に応じて支給�

病院・特養で深夜（22時～翌日5時）勤務を行った職員に1回につき定額を支給�

病院で救急患者のために待機を行った職員に1日につき定額を支給�

病院・特養で深夜（22時～翌日5時）勤務を行った職員に1回につき定額を支給�

早出勤務を行った調理員に時間外勤務手当に替えて1回につき定額を支給�

－�

主な支給内容�

�
６月期�
12月期�
計�

期末手当�
1.4月分�
1.6月分�
3.0月分�

�
勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度�

自己都合�
23.5月分�
33.5月分�
47.5月分�
59.28月分�

定年　　�
30.55月分�
41.34月分�
59.28月分�
59.28月分�

区分�

市長�

副市長�

収入役�

市議会議長�

市議会副議長�

市議会議員�

給料・報酬�

876,000円�

720,000円�

640,000円�

484,000円�

423,000円�

395,000円�

期末手当�

6月期 1.6月分�

12月期 1.75月分�

計 3.35月分�

職　責�

部　長�
課　長�

係　長�

役職なし�

職員数�

12人�

160人�

419人�

54人�

平均勤続年数�

35年1月�
34年1月�

28年7月�

16年3月�

平均給料額�
（基本給　年間）�
5,528,738円�
5,162,152円�

4,792,512円�

3,625,274円�

平均手当額�
（年間）�
3,383,984円�
3,095,389円�

2,384,039円�

1,683,883円�

年収�
（控除前）�
8,912,722円�
8,257,541円�

7,176,551円�

5,309,157円�

事務上級試験採用�

（大学卒程度）�

職員の初任給の状況（19年4月1日現在）�

勤勉手当�
0.725月分�
0.725月分�
1.45月分�

勧奨　　�
32.76月分�
41.34月分�
59.28月分�
59.28月分�

平均年齢�

56歳7月�
54歳10月�

49歳7月�
36歳11月�

職員給与費の適正化の状況（18年度普通会計決算）�
●職員給与費の削減状況�
市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。8年度から取り組んでいる全職員の昇

給期間延伸および号俸抑制措置（年間総額で7千～8千万円、1人あたり1～5％の削減）や給与制度・諸手当の見
直し、職員数の削減などにより、職員給与費はピーク時の8年度から大幅に減少しました。今までの10年間の削
減累計額は約42.7億円となっています。（普通会計決算額）�

●退職手当の支給率�（国・県と同じ）�

（国・県と同じ）� ○期末勤勉手当の支給率は、国や民間事業所の実態調査に基
づき人事院勧告がなされ、これに全国の市町村が準拠して
決定しています。また、より当地域の実態に近いものになる
よう長野県の実施する民間調査も考慮されています。�

○勤勉手当の支給率は職員の総支給額の上限であり、市では
人事評価に基づいた支給率の増減を行っています。（現在は
管理職のみ）�

特殊勤務手当は、危険性、不健康性または困難性を伴う勤務に従事した職員に支給される手当です。�

区分� 飯田市� 国�

Ⅰ種�

183,800円�

Ⅱ種�

170,700円�

事務初級試験採用� Ⅲ種�

（高校卒程度）� 138,400円�

176,800円�

142,800円�



　2007.12.1［広報いいだ］�

市では、市職員の給与や定員管理の状況などを、市民の皆さんによりいっそう理解していただくため、
地方公務員法・条例の規定に基づき、毎年その状況を公表しています。�
※公表内容は、特段の説明がない限り一般職の正規職員の状況となっています。�

人事行政の運営状況をお知らせします-１�

採用・退職の状況�

職員数の状況�

19年4月1日現在の普通会計職員数は、前
年比△9人（△1.2％）となっています。ここ
5年間（合併前の上村・南信濃村を含む）では、
△102人（△12.2%）の職員削減となってい
ます。�

※一般行政職：事務職、技師（土木、建築等）　専門職：保健師、栄養士、保育士、介護員、教諭等　技能労務職：調理員等�

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数は各年４月１日現在。�

借家または借間に居住し、一定額を超える家賃を支払っている職員および持
ち家に居住する職員に支給されます。�

通勤のために交通機関または交通用具等を利用して通勤する職員に支給され
ます。�

扶養手当�扶養親族のある職員に支給されます。� 同じ�

住居手当�
一部異なる（持ち家の住居手当）�
（国　新築5年まで2,500円）�
（市　建築年にかかわらず3,000円）�

通勤手当�

人件費の状況（各年度普通会計決算　17年度決算は合併前の上村・南信濃村を含む）�

職員手当の状況（19年4月1日現在の制度)
●月額支給手当�

職員数の県内他市との比較�

19年4月1日現在の市民1万人あたりの普
通会計職員数は68.3人であり、県内19市と
の比較では少ないほうから3番目となって
います。19市の平均は74.1人であり、当市
の人口規模である約10万人に換算して比
較すると、飯田市の職員数の水準は平均を
58人下回っています。�

定員適正化計画の進捗状況�

17年10月の3市村の合併により職員数が増加したこと等により、市では新たに第5次定員適正化計画を策定し、
職員数の抑制に努めています。�
●第5次定員適正化計画について�
○計画の概要�
計画期間：17年10月1日～22年4月1日�
計画骨子：17年10月1日現在の総職員数1,001人（病院の医療職を除く）を合併から7年半を経過した25年4月1
日までに合併前職員数（927人）に戻すという長期的な目標を定め、第5次計画では期間最終となる22年4月1
日の職員数の目標を951人（17年10月1日比△50人（△5.0%））とするものです。�
○進捗状況�
19年4月1日現在の定員適正化計画の対象となる職員数は972人であり、計画の起点となる17年10月1日に比
べて△29人（△2.9%）となっています。�

一般行政職�

退職（18.4.1～19.3.31）�

採用（18.4.2～19.4.1）

23

専門職� 医師� 看護職� 医療技術職�技能労務職� 研究員� 合計�

6 19 26 3

11 2 17 25

1 78

3 58

単位：人�

単位：人�

H14.4.1 H18.4.1 H19.4.1

※職員数は、一般職（教育長除く）の職員数です�

対前年�
増減数�

普通会計�

その他�

834

628

741

675

732

667

△9

△8

同じ�

項目� 説明� 国との制度の異同�

職員数� 一人当り給与費� 参考�

（A）� 給料(基本給) 諸手当� 期末・勤勉手当� 計（B）� （B/A）� 長野県職員�

18年度� 741人� 2,792,510千円� 457,398千円� 1,118,747千円� 4,368,655千円� 5,896千円� 7,321千円�

17年度� 761人� 2,893,725千円� 488,643千円� 1,162,574千円� 4,544,942千円� 5,972千円� 7,056千円�

職 員 給 与 費�
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県内19市平均74.1人�

68.3人�
（17番目）�
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職員の�
健康管理�

普通会計決算額　6,139千円（前年度　6,123千円）�

公務災害補償の�
請求件数（18年度）�

2件�

評定の種類� 実施時期� 被評定者�

昇給に係る人事評価�年1回（12月）�
全職員�

目標管理の成果確認�年2回（9月、3月）�

及び勤務実績評価�

昇任に係る人事評価�年2回（6月、12月）�該当職員�

普通会計決算額　8,204千円（前年度　8,466千円）�
　　　　　　　　　　　　　　　　延べ参加者�
１　新規採用職員研修（4回）　　　　 146人�
２　階層別研修（8研修）　　　　　　 544人�
３　派遣研修�
　　　長期派遣（2団体）　　　　　　     2人�
　　　その他の派遣（11研修）　　　　111人�
４　一般研修（8研修）　　　　　　   1,304人�
５　ＩＳＯ関連研修（5研修）　　　　 336人�
※参加者には一部、臨時非常勤職員を含みます。�

14・15ページから�

分限処分・懲戒処分等の状況�

種類� 概要� 処分件数等（18年度）�

分限処分�
分限処分7件�
（免職0、休職7、降任0、降給0）�

懲戒処分2件（免職0、停職0、減給2、戒告0）�

その他処分5件（訓告3、口頭厳重注意2）�
懲戒処分等�

服務の状況�

市の職員には服務上の義務が地方公務員法によ
って規定されています。主な義務は右のとおりです。�
なお、職務専念義務と営利企業等への従事制限
については、条例規則等で定める一定の条件のもと、
免除または許可を行う場合があります。�

服務上の義務�
(地方公務員法 )

職務専念義務、信用失墜行為の禁止、守�
秘義務、政治的行為の制限、争議行為等�
の禁止、営利企業等への従事制限�

上記義務に対する�
違反 (18年度 )

0件�

職員が重い病気など一定の事由によってその職務を�
十分に果たすことができない場合に、本人の意に反�
してその身分に不利益な変動をもたらす処分です。�

懲戒処分は職員の義務違反に対する道義的責任を問�
う制裁処分です。この懲戒処分とは別に、訓告や口�
頭厳重注意など制裁を伴わない処分があります。�

職員研修の状況（18年度）� 勤務成績の評定の状況（19年4月1日現在の制度）�

市では職員の人材育成を目的として人事評価制
度を導入しており、職員一人ひとりの資質の向上や
組織として最大限の成果を発揮できる仕組みづく
りを進めています。�
また、職員の能力や実績をより重視した処遇確立
のため、給与制度や昇任制度の見直しを行っています。�

福利厚生制度の状況（18年度）�

公務災害の状況�

市の職員が公務上、死亡したり、負傷または疾病にかかったり、また
はその結果で障害が残った場合には、公務災害補償（民間の労働災害
保険にあたるもの）が行われます。�

公平委員会の報告事項�

市の職員は労働基本権が制限されているため、その代償的措置として、公平委員会に対して勤務条件に対す
る措置要求や不利益処分に対する不服申立てできる制度が用意されています。（これらの措置要求、不服申立て
は、18年度においてはありませんでした）�

職員共済会�
への補助�

職員の健康管理事業は、地方公務員法や労働基準法などの規定に基づき実施するものです。�
上記の事業は、事業主の一部負担（市費）のほか、職員共済会、共済組合（公務員が加入する健康�
保険）、職員の個人負担などにより実施しています。�

市が地方公務員法の規定により事業主として行うべき厚生事業の一部を、条例に基づき設置して�
いる職員の互助組織（飯田市では職員共済会といいます）に実施させており、それに要する費用�
の一部を職員共済会に対し補助しています。�

２　定期健康診断（臨時職員含む）　　 641人� ５　特定業務健康診断　　　　　　　　 34人�

１　人間ドック（強制・任意）　　　　 613人� ４　婦人科健診　　　　　　　　　　 237人�

　　　　　　　　　　　　　　　　　 受診者� 　　　　　　　　　　　　　　　　　 受診者�

３　生活習慣病予防健診　　　　　　 639人� ６　歯科検診　　　　　　　　　　　　 80人�

� ※受診者には一部、臨時非常勤職員を含みます。�

主な職員共済会事業：相互扶助事業、福利厚生事業、体育事業、健康管理事業�

普通会計決算額　16,518千円（前年度　20,389千円）�

■問い合わせ　人事課  内線3132
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1週間の�
勤務時間� 始業時刻� 終業時刻� 休憩時間�

週休日：土曜日・日曜日�
休　日：祝日�
　　　　年末年始（12月29日～1月3日）�

1日の勤務時間の割り振り�
週休日・休日�

40時間� 午前8時30分�午後5時30分�

人事行政の運営状況をお知らせします-２�
職員給与費の適正化の状況（18年度普通会計決算）�
●職員給与の県内各市（19市）との比較�
地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための
目安となる指標がいくつかあります。18年度普通会計決算に基づく県内各市との主な指標の比較は次のとおり
です。�

勤務時間、休憩時間、休日など（19年4月1日現在　標準職場の例）�

※業務内容により上記の勤務時間によらない職場や交代制勤務職場などでは、別に勤務時間を定めています。�

休暇・休業の状況�

※療養休暇、産前産後休暇、介護休暇、育児休業の取得状況は、期間内に休暇等を開始した職員の延べ人数となっています。�

休暇等の種類�

年次休暇�
（有給）�

療養休暇�
（有給）�

特別休暇�
（有給）�

介護休暇�
（無給）�

組合休暇�
（無給）�

育児休業�
（無給）�

概要・付与日数等�

負傷または疾病のため、療養する必要がある場合に認められる休暇�
療養に要する期間を付与（疾病等の種類により最大90日／180日）�

結婚、産前産後、忌引など特別な事由がある場合に認められる休暇�
休暇の種類により異なる期間を付与�

日常生活に支障がある特定の家族を介護する場合に認められる休暇�
連続する６月の期間内において必要と認められる期間を付与�

職員団体の業務に従事する場合に認められる休暇�
1年につき30日以内で付与�

1年につき20日付与　　※翌年に繰越可能 （最大20日）�

3歳に満たない子を養育する場合に承認される休業�

取得状況等�

平均取得日数 6.6日（消化率16.7％）�
（18.1.1～ 18.12.31）�

1週間を超える療養休暇取得者 延べ61人�
（18.4.1～ 19.3.31）�

代表的なもの：産前産後休暇取得者 延べ43人�
（18.4.1～ 19.3.31）�

なし�
（18.4.1～ 19.3.31）�

延べ14人�
（18.4.1～ 19.3.31）�

延べ36人�
（18.4.1～ 19.3.31）�

正午～午後1時�

○18年4月分の平均給料月額に基づくラスパイレス
指数と平均給料額の比較（19市）�

○市民1人あたりの職員給与費（19市）�
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ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部
門や企業職、病院などを除く）の職員の基本給（4月
分）を比較しています。100以下であれば国を下回
っていることになります。�

1年間に支払われたすべての給与費を市の人
口で割ったものです。職員の給与が人口規模
に見合ったものであるか判断できます。�

○市全体の支出に占める職員給与費の割合（19市）�

市全体の支出に占める職員給与の割合です。市の
財政規模（予算の大きさ、つまり仕事量）に対して
職員の給与が適正であるか判断できます。�

○市では、実際に支払われた決算額に基づく指
標で県内各市と職員給与を比較した場合、他
市に比べて著しく高い職員給与ではないもの
と考えておりますが、市の財政状況などを踏
まえまして、引き続き職員給与の適正化に努
力していきます。�
�
○また、18年4月に公務員の給与をよりその地域
の民間給与実態に合わせるための制度改正が
行われ、飯田市でも職員の給料表の水準を平
均4.8％引き下げました。�

飯
田
市�

飯
田
市�
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飯
田
市�

4.1万円�
（18番目）�

（万円）�
ラス指数�

（万円）�
平均給与月額�

ラス指数�

97.7(3番目)�

平均給料月額�

34.4万円(7番目)

（％）�

11.0％�
（16番目）�
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通信�

天竜川総合学習館�

通信�■申し込み・問い合わせ�　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問い合わせ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの予定�

これからの講座予定�
対象:小学3年生以上　★基本時間　9:00～11:00

食の工房体験学習��
10:30～13:00�
※材料がなくなり次第終了�
▼窯焼きピザづくり（マルガリータ）�
12月16日a　材料費：150円�

▼小ちゃな小ちゃなクリスマスケーキ�
12月24日0　材料費：150円�

�
�
�
�
�
�
�
▼窯焼きピザづくり（トマトソース）�
1月6日a　材料費：150円�

▼窯焼きもちピザづくり�
1月14日-　材料費：150円�

12月15日（土）　9:00～11:00�
持ち物：汚れても良い服装�

Pick Up

※このほか祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！企画の持ち込みやボランティアも募集しています。�

▼おやすとしめ縄作り�
12月22日g�
持ち物：汚れても良い服装�

手作りのおやすで新しい年を
迎えませんか。�

土の工房体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼ぼくらの村づくり③�
12月15日g�

▼石と結晶のホワイトケーキ�
12月22日g�
白い石を赤い宝石（ガーネット）
などでデコレーションします。�

すてきな手作りの
クリスマスツリーを
作りましょう。�

▼行動力を育てる救命法ＭＦＡ（成人講座）�
12月16日a　10:00～17:00�
持ち物：教材費3,500円、弁当、水筒、筆記用具�

いざというとき
に役立つ救命法
を学びます。�

羊の毛で�
アクセサリーを作ろう�
1月12日g・13日a�
10:00～15:00�
場所：なかまの館　材料費：800円から�

▼そば作り体験　その3�
（親子でそば打ち）�
12月23日-　9:00～12:00�
持ち物：エプロン、三角巾（バンダ
ナ、帽子など）、タオル�
※講座その1・2の参加者優先�

※事前に申し込みが必要�

なかまの館体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼クリスマスオーナメントを作ろう�
12月23日-�

▼新春！ラミネート習字�
1月5日g

対象:小学3年生以上�

新春イベント��
▼もちつきをしてみよう�
1月12日g�
13:30～14:00､14:20～14:50�
※材料がなくなり次第終了�
場所：食の工房前�
参加費：100円�
ついたおもちをおしるこにして
食べます。�
▼新春！巨大すごろく大会�
1月13日a�
10:00～12:00､13:30～15:00�
場所：なかまの館�
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場　所相談名 日　時 問い合わせ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月１１日（火）�
１３:００～１６:００�

１２月１０日（月）�
１３:３０～,１５:００～�

１２月９日（日）�
１２月１６日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

上郷保健センター�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て　�
 支援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�
ジョブカフェいいだ�
労 働 相 談 �

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月１８日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
受付１５：３０まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

１２月１４日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ジョブカフェいいだ�
1０２６５（５３）８９６６�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

りんご庁舎３階�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

り�

だ� よ�

第２回�

問
い
合
わ
せ�

農
業
委
員
会
事
務
局�

〒
３
９
５
ー
０
８
１
７�

鼎
東
鼎
２
８
１�

1
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９�

Eメール　nougyou@city.iida.nagano.jp

農
業
委
員
会
の
業
務
の
一
つ
に
、
区
域
内

の
農
業
や
農
業
者
に
つ
い
て
、行
政
庁
に「
建

議
」を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

飯
田
市
農
業
委
員
会
（
中
村
豊
会
長
）
は
、

11
月
１
日
、
飯
田
市
の
新
年
度
予
算
編
成
を

前
に
、市
長
に
対
し「
農
業
施
策
に
対
す
る
建

議
」を
行
な
い
ま
し
た
。�

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
、高
齢
化

や
担
い
手
不
足
、遊
休
荒
廃
農
地
化
、有
害
鳥

獣
被
害
な
ど
極
め
て
厳
し
い
中
、
農
業
者
の

目
に
見
え
る
具
体
的
事
業
の
具
現
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
、新
年
度
予
算
編
成
に
向
け
、総
会

の
議
を
経
て
当
面
す
る
課
題
に
対
し
行
っ
た

も
の
で
す
。�

こ
の
建
議
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。�

平
成
19
年
度
農
業
施
策
に
対
す
る
建
議�

農
業
・
農
村
を
活
性
化
す
る�

土
地
利
用
に
つ
い
て�

農地相談�

　農地相談は、地区単
位で開催しています。
　月ごと会場や開催日
時が異なりますので、
開催予定については、
農業委員会事務局にお
問い合わせください。�

○
農
業
振
興
整
備
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
農
村

農
家
群
の
声
を
十
分
に
反

映
す
る
こ
と
。�

○
認
定
農
業
者
へ
の
支
援
策

の
明
確
化
、
農
家
の
目
に

見
え
る
具
体
的
支
援
策
及

び
新
規
参
入
者
等
の
積
極

的
な
受
入
れ
態
勢
を
整
備

す
る
こ
と
。�

地
域
農
業
の�

担
い
手
に
つ
い
て�

○
国
の
農
政
施
策
の
３
本
柱
で
あ
る
当
該
事
業
の

積
極
的
推
進
に
よ
る
地
域
農
業
の
再
生
を
目
指

す
こ
と
。�

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
推
進�

○
地
域
単
位
の
対
応
で
は
な
く
、国
・
県
・
市
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。�

○
電
気
柵
等
防
護
柵
設
置
に
係
る
財
源
的
支
援

を
行
な
う
こ
と
。�

○
狩
猟
者
の
確
保
や
狩
猟
者
に
係
る
負
担
の
軽

減
の
た
め
の
財
源
措
置
を
行
な
う
こ
と
。�

○
捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
を
地
域
資
源
と
し
て
活

用
す
る
方
法
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。�

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
促
進�

○
市
内
農
地
の
未
整
備
地
や
遊
休
農

地
の
基
盤
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。�

○
遊
休
農
地
の
利
活
用
へ
の
財
源
支

援
等
を
行
う
こ
と
。�

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用�
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1937（昭和12年）～�

飯田市の人口（11/1現在）■人口＝107,010人（前月比ー26）男51,216人／女55,794人  ■世帯＝37,682戸（前月比+2）�

�

飯田市広報第624号（平成9年9月1日発行）�
�
平成９年８月１３日、市制施行６０周年を記念した夏期巡回ラジ
オ体操が東中を会場に行われました。集まった市民の皆さん
は３,５００人。全国に放送されるピアノ演奏のもと、元気に体操
をしました。�

20年1月12日G

10：00・13：00・�
15：00の3回公演�

●竹田扇之助記念�
　国際糸操り人形館�

竹田人形館新春特別企画�

「初春を寿ぐ�
　　竹田人形館」�

　竹田人形館では、江戸糸あやつり人形の上條充さ
んをお招きして、お正月特別観賞会を開催。演目は「獅
子舞」「かっぽれ」など。伝統に彩られた竹田人形館
の慶賀なお正月飾りとともに、初春のひとときを繊細
で表情豊かな糸操り人形芝居でお楽しみください。�

定　　員 　●各回40人�
チケット 　●2,000円（入館料、お年賀含む）�
プレイガイド  市内平安堂各店、竹田人形館、文化会館�
問い合わせ   竹田人形館　10265（23）4222

20年2月16日G・17日A�
●飯田文化会館ホール�

演劇宿公演『夢・大江磯吉の』�

　『破戒』のモデル・大江磯吉の誇り高き受難の生涯
が照らし出すものは…？　3年前に上演され大反響を
呼んだ不朽の名作。待望の再演です。�

チケット●一般：2,000円　●高校生以下：1,000円�
12/19発売開始／全席自由／市内各公民館、文化
会館ほかプレイガイドで発売�

※この演劇は小学校高学年以上向きです。就学前のお子様
の入場はお断りします。託児コーナーを用意します。�

16日17:00開演　17日13:00開演�

『みる よむ まなぶ�
　　飯田・下伊那の歴史』�

『いとなむ  はたらく�
　　　　飯田のあゆみ』�

●販売所�
　歴史研究所、市役所行政資料コーナー、市内書店�
※詳細はお問い合わせください。�

〈市制施行70周年記念　歴史研究所発刊書籍の紹介〉�

〈定価：1,785円　販売中〉� 〈定価：1,155円　近日発売予定〉�

　飯田・下伊那には、古い時代に描かれた絵図
や古写真などの図像史料がたくさん残されて
います。これらは見た目に美しいだけでなく、
深く読み込むことで多くの歴史情報を教えて
くれます。戦国時代から昭和（戦後）にかけて、
この地域がたどった歴史を皆さんに紹介します。�

　地域の歴史は、そこ
に暮らす個々人の日常
生活の集積です。長年
飯田で暮らし、働いて
きた８人の市民の方々
に、ご自身の体験、昔の
地域の様子、日々の思
いなどをお聞きしまし
た。飯田の行政、産業、
生活のあゆみが鮮やか
に映し出されています。�

ことほ�


